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【問題】

１．恋愛の告白に関する研究

現代大学生の恋愛意識についての研究にお

いて「相手に告白され、自分の中で好きだと

いう気持ちがはっきりした時」・「告白し、相

手から好きだという返事をもらった時」が、

「相手を恋人と意識する時点」と回答する者

が過半数を超えていることがあきらかになっ

ている（山田，１９９１）。また、同研究におい

て「‘恋人になろう’という意思表示がなけ

れば恋人とはいえない」かどうかについて尋

ねたところ、半数以上の者が必要条件である

と答えた。岩城（２０００）の研究においても、

異性を「恋人」だと意識する時点として「相

手から告白されたとき」と回答した者が男性

４６．７９％、女性３０．５７％、「自分から告白した

とき」と回答したものが男性４６．７９％、女性

３０．５７％という結果となっている。青年期に

入るにしたがって異性との相互作用が増加す

るとされているが（Csiks�zentmihalyi&
Larson，１９８４；Spreadbury，１９８２）多 く の
異性と出会い、その後特定の異性と恋人段階

へ移行する際に、告白が重要な過程であると

いえるだろう。山村（２００３）も告白行動を

「青年期の中でも重大な対人イベントである」

と述べており、告白時における詳細な感情を

絡めた研究の必要性を、今後の展望として示

している。

告白に関して栗林（２００４）は、告白経験の

有無や告白までの期間・告白までの行動など、

状況の基礎的な特徴をあきらかにした。また

菅原（２０００）は、恋愛における告白行動の促

進・抑制に関わる要因を検討している。この

研究において告白行動は「関係形成の期待」

と「拒絶される懸念」の２つの心理的要因が

あると仮定し、「関係形成の期待」は告白を

促進し、「拒絶される懸念」は告白を抑制す

るということがわかっている。またこの研究

によって「拒絶される懸念」は対人不安傾向

と関係があることも明らかになった。

さらに栗林（２００２）の研究において、性別、

シャイネス・社会的スキルの高さ別に、告白

時の１２項目の感情の高さの違いを検討してい

る。そして、「嬉しかった」という感情が女

性よりも男性の方が高く、「緊張した」「後悔

した」「怖かった」といった感情はシャイネ

スの低群よりも高群の方が高いなどの結果が

明らかになった。この結果から、告白行動に

伴う「緊張」「後悔」「怖い」といった感情の

抱き方に、個人差があることが明らかになっ

た。しかし告白時の特定の感情に特化し、そ

の感情に影響する要因を明らかにする研究は

未だなされていない。有光（２００１）は、我々
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があがりの情動を感じるときの状況の一つに

異性との告白状況を挙げている。また告白行

動には、相手に受け入れてもらえる可能性だ

けではなく拒絶される可能性もはらんでいる。

よって、告白をする際は好意を持つ相手から

拒絶されることに対する不安も生じるといえ

よう。

そこで本研究では、恋愛における告白場面

での緊張感・不安感に影響する要因について

検討することを目的とする。なお、栗林

（２００２）は恋愛における告白を「恋愛関係の

形成を目的として、特定の相手に自分の行為

を伝達する行為」と定義している。本研究に

おいても、上述の定義に従って恋愛における

告白を捉えることとする。

２．告白場面に関連する過去の恋愛経験の要

因

有光（２００１）は異性場面におけるあがりが

生じる要因の一つに「新奇性」を挙げている。

異性関係の場面においては、かつて経験した

ことがないことにおいてあがりが生じやすい

といえる。よって、過去の告白に関する経験

の有無によって緊張感・不安感に違いがみら

れると考えられる。このことから考えると、

過去に告白を経験したことがない人はある人

よりも緊張感・不安感は高いと考えられるだ

ろう。また宮下・臼井・内藤（１９９１）は失恋

経験が青年に及ぼす影響について研究してい

る。その結果、その恋愛の「心理的関与度」

と失恋後の「心理的変化」の肯定的変化

（「よい人生経験になった」・「もっと自分を

向上させたいと思った」など）の間に有意な

正の相関があることがわかっている。その結

果において、大学生において失敗を「成長の

糧にしていくという心の強さ」が獲得されて

いるのではないかと考察されている。一方で、

「心理的関与度」は「心理的変化」の否定的

変化（「もう人を好きになれないと思った」・

「自分に自信が持てなくなった」など）とも

関係性があり、男子においては正の有意傾向、

女子においては正の有意な相関があることが

わかっている。よって失恋経験とは、その人

自身に何らかの心理的変化を与えると考えら

れるだろう。その心理的変化は、新しい恋愛

関係を築く際の一歩となる、告白場面の緊張

感や不安感に影響すると考えられるだろう。

３．告白場面に関連する個人特性要因

�）過去の研究においての告白場面に関連し
た個人要因

恋愛における告白を扱った研究について菅

原（２０００）は、告白行動を促進・抑制する要

因を「関係形成の期待」と「拒絶される懸念」

の２つを取り上げて検討している。その結果、

「関係形成の期待」は告白行動を促進し、

「拒絶される懸念」は告白行動を抑制するこ

とを明らかにした。さらに栗林（２００２）は、

告白行動に影響を及ぼす個人特性要因として

シャイネス（shyness）と社会的スキルを取
り上げている。結果として、シャイネスの高

い者は告白への能動性が低いことや、告白時

に否定的な感情（緊張した・怖かったなど）

を伴いやすいことを明らかにした。社会的ス

キルにおいては、シャイネスでの結果とはほ

ぼ対照的に、スキル得点が高い者ほど肯定的

な感情（嬉しかった・幸せだった）を伴いや

すいという結果がみられている。告白行動に

影響を及ぼす個人特性は、その他にも様々考

えられる。例えば、日常生活で異性と接する

ことに苦手意識を持っている人は、告白場面

においても緊張や不安を伴いやすいであろう。

また、自分自身の外見的な魅力に対する評価

や、周囲からの注目を意識する傾向、周囲と

自分を比べる傾向の強さなども、対人場面の

一つである告白場面において影響を及ぼす要

因として考えられるのではないだろうか。

よって本研究では、告白行動とそれに付随

する要因についての過去の研究を援用しつつ、

告白場面での緊張感・不安感について研究を

進めることとする。

ところで、過去の恋愛の研究対象は大学生
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を対象としたものが多く、本研究においても

大学生を対象者として進めていく。大学生を

含む青年期の特徴として、急激な身体的変化

による個人差の発生が挙げられている（高坂

２００９）。また、そのような身体の発達変化は

青年の自我意識にも変容をもたらす（徳田

１９４５）。自分に対する評価を気にし「自分は

他人からどうみられているか」、「自分は他人

から受け入れられているだろうか」と問い悩

むことが多くなることも、青年期の特徴の一

つである。さらに青年期は、自己評価が不安

定となり、自己の価値を確認するために何か

につけて他者と比較をしてしまう時期でもあ

る（高田 １９９２）。このことにより劣等感が

強まる時期であると考えられるだろう。また、

青年期は心理的にも対人的にも数多くの変化

が急激に進む時期でもあり、特に異性との相

互作用が増加してくるのも特徴の一つである

（富重 １９９３）。これにより青年の異性との

対人相互作用に伴う不安は重要な問題となっ

ている。

よって今回は、青年期の特徴として多く取

り上げられている身体的魅力度・異性不安・

公的自意識・劣等感の４つを規定因として用

い、これらが告白場面においての緊張・不安

にどのような影響を与えるかを検討する。

�）本研究で取り上げる告白場面に関連した
個人要因

まず、身体的魅力の要因について述べる。

恋愛に関する初期の研究において身体的魅力

が恋愛において重要であると指摘したWalster，
E. ,Aronson,V. ,Abrahams,D. ,&Rottmann, L.
（１９６６）のコンピュータ・デート実験がある。

この研究において、大学生がデートの相手を

選ぶ際、男女ともに相手の経済的地位などの

社会的要因や知能・性格のような心理的要因

よりも、器量や容姿のような外見的要因を重

視することが明らかになっている。また、Wal-
ster et al．（１９６６）によると、自己判断によ
る身体的魅力測度と、自己判断による異性か

らの人気評定との間には、男女ともに有意な

相関があるとされた。さらに Huston，T．L．
（１９７３）の研究において、特定の異性を恋人

として選ぶ際に、その相手から拒絶される可

能性が低い状況より高い状況の方が身体的魅

力の低い相手が選択されるという結果が得ら

れている。このような過去の研究によって、

恋愛における相手の選択において身体的魅力

が重要な役割を果たしているという事実が再

確認されることとなった。よって、自分自身

が見積もっている身体的魅力の高さは、好意

を持つ異性との関係性の予期に影響し、当該

異性に告白をする場面での緊張や不安に影響

を与える要因といえるのではないかという仮

説が立てられる。

次に、異性不安の要因について述べる。富

重（１９９４a）は異性不安（Heterosocial Anx-
iousness）を「全般的な異性との相互作用に
おいて不安や緊張感を経験する傾向。苦手意

識・行動の被抑制感などの否定的な認知を伴

い、主に青年期に顕在化する」という概念と

して位置づけた。富重（２０００）は研究の中で、

異性不安と異性対人行動との関係性を検討し

ている。異性対人行動とは、日常的に行われ

る異性との接触行動のことである。富重は、

異性対人行動を「電話をかけておしゃべりを

する」などの行為者の積極性がかかわる「異

性に対する積極的行動」と、「学校の用事で

話をする」などの相手との親密な交流を伴わ

ない日頃何気なく行われる対人行動である

「異性に対する日常的行動」の２つに分けた。

研究の結果、異性不安は「異性に対する積極

的行動」・「異性に対する日常的行動」のどち

らとも有意な負の相関が見られた。異性不安

は異性に対する積極的行動だけではなく、異

性との日常的行動に対しても抑制的な影響力

を持つことが示唆された。よって異性不安は、

告白場面での緊張や不安感に影響を及ぼす要

因としても考えられるという仮説が立てられ

るため、本研究で扱うこととする。
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次に、公的自意識について述べる。公的自

意識とは「他者が意識することのできる自己

の諸側面―身体・行動―に意識を向ける傾向」

と定義されている （Fenigstein，Scheire，
＆Buss，１９８６）。菅原（１９８６）は、公的自意
識が強い人は対人不安を感じやすいと述べて

いる。この理由として富重（１９９３）は他者か

らの否定的な評価に対する恐れと、他者から

「見られる」ことによって自分の評価を確認

したいという願望双方の葛藤があるためと考

えている。また Scheier（１９８０）も、公的自
意識の高い個人は他者からの評価に敏感で、

否定的な印象を抱かれぬよう自己の言動に慎

重になることを報告している。よって公的自

意識が強いほど告白場面においても、相手か

ら拒絶されることや、拒絶されたことが公に

広まって恥をかくことへの恐怖を持つ傾向が

高く、結果として緊張や不安につながると考

えられる。

最後に、劣等感の要因について述べる。劣

等感という概念を初めて提唱したのは Adler
（１９０７）であり、劣等感を「自分についての

理想と現状評価との間の乖離の感覚」とあら

わしている。また、関（１９８１）も劣等感につ

いての見解として「理想とする自分と比較し

て悩む場合がある」と述べている。このよう

に、劣等感とは他者との比較から生まれるも

のだけではなく、自分の描いた理想との比較

から生じる場合もあるとされている。現実の

自分が自分の理想と重ならない場合、自分自

身を否定的にとらえがちになると考えられる。

自分の想いを伝える告白場面においても、劣

等感からの自身への否定的評価は、緊張や不

安に影響を及ぼすと仮定されるだろう。とこ

ろで、富重（１９９９）は異性交際への不安とYG
性格検査との関連を検討している。その結果、

異性交際への不安と劣等感の得点において高

い相関がみられた。この結果について富重は

「交際初期に経験される相手からの否定的評

価への懸念と緊張を伴った不安が理由として

考えられる」と述べている。また「周囲から

の否定的評価への懸念（Fear of negative
evaluation）が対人場面での不安を喚起する」
という、対人不安研究にて多くの研究者達の

指摘（Watson ＆ Friend，１９６９； Schlenker
＆ Leary，１９８２； Crozier，１９８８）とも関連
付けて考えると、告白場面における緊張・不

安について、劣等感は影響を与えている要因

として考えられるのではないだろうか。

４．告白場面に関連する状況要因

告白場面とは対人場面の一つであるため、

それに影響を与える要因は個人の過去の経験

や個人がもつ要因だけではないと考える。そ

のため過去の恋愛経験や個人特性だけではな

く、告白する相手の気持ちの予測が可能であ

るかということや、個人を取り巻く人間関係

などの、状況要因についても検討する必要が

ある。しかし過去の告白を扱った研究におい

て、告白状況を要因として統制し、その状況

要因と個人特性の双方から、告白時の感情に

ついて検討する研究は未だなされていない。

よって本研究では、告白時の緊張感・不安感

に影響があると考えられる状況要因を統制し

て進めていくこととする。

岩城（２０００）は告白に関する研究において、

告白の受容可能性を高群・低群に分け、告白

時の感情について検討している。その結果

「不安だった」・「悔しかった」・「困惑した」・

「怖かった」・「緊張した」という感情につい

て、高群の方が低群よりも低いことを明らか

にした。よって、告白の場面状況を設定する

にあたって、自分の告白を相手が受け入れて

くれるかという受容可能性を統制条件の一つ

とし、受容可能性が高い場合と不明な場合の

２パターンを取り上げることとする。そして、

受容可能性が高い場合の方が、不明である場

合よりも緊張・不安は低いという仮説を立て

る。

また、告白場面において統制するもう一つ

の条件要因を、自分と告白する相手の共通の
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友人の存在とし、共通の友人がいる場合とい

ない場合の２パターンを用いることとする。

共通の友人がいる場合、自分の告白を応援し

てくれる存在がいるということにより、心強

さや安心感があるだろう。しかしその反面、

告白が失敗に終わった場合、その結果が友達

にも知られてしまうことなどがデメリットと

して挙げられる。

高山（２００２）は告白の研究にて、大学生・

高校生を被験者として告白の実態を調査して

いる。その結果、告白をする相手と出会った

場所について、大学生・高校生ともに「教室

等の学校内」が６割以上であり、大学生にお

いては「アルバイト」という回答もみられた。

この結果を援用し、共通の友人がいる場合を、

その相手が同じサークルの友達であるという

状況とし、共通の友人がいない場合をアルバ

イトで知り合った友人であるという状況とし

て、告白場面状況の教示文を作成することと

する。

本研究では、受容可能性が高い・不明の２

パターンと、共通の友人の有・無の２パター

ンをそれぞれ組み合わせて４パターンの告白

場面状況を用意する。

５．恋愛についての研究と性差

告白場面の研究を含め恋愛についての研究

は過去に多くなされてきたが、様々な点で性

差がみられる結果となることが多い。例えば、

竹村（１９８７）は交際期間と恋人を選択する基

準の関連に性差があることを示している。男

性はつきあうつもりの期間の長短によって女

性を選ぶ基準を変えないが、女性は短期間付

き合う場合は外面的特徴を、長期間のときは

内面的特徴を選択基準にするという違いがあ

る。また松井（１９９０）は、恋愛感情の深まる

ペースについて、男性は恋愛の初期から相手

を愛する気持ちを強くもっているのに対して、

女性は交際が深まらないと相手への気持ちを

高めないという違いがあると述べている。告

白場面に関する研究においても、高山（２００２）

は告白した時点における自分および相手の熱

中度について検討したところ、男性に比べて

女性の方が高いことを明らかにしている。ま

た、石川（１９９４）の大学生の恋愛感について

の研究においても、告白に関しては男性の方

が積極的であり、女性は受身であると示して

いる。以上のことから、本研究で扱う告白場

面での緊張感・不安感においても性差がみら

れるという仮説をたて、研究を進めることと

する。

【目的】

好意を持つ異性にその好意を伝えることは、

特定の異性と恋人同士であることを認識する

ための重要な恋愛プロセスの一つであること

が、過去の研究によって明らかになっている。

しかし「好き」という気持ちだけではなく、

自分のこれまでの恋愛経験や、自分自身に対

する評価や個人の持つ特性なども絡まって、

告白場面は緊張感や不安感が伴う場面である

ことも否めないだろう。よって本研究では、

好意を持つ異性への告白場面での緊張感・不

安感について、自分の過去の恋愛経験や、身

体的魅力・異性不安・公的自意識・劣等感の

個人特性要因がそれぞれどのような影響を与

えているのかを検証する。

また今回は状況要因として、告白に対する

相手の受容可能性と、自分と相手の共通の友

人の有無という２つを取り上げた。このよう

な告白時の状況の違いによって、緊張感や不

安感に差が見られるかという点についても重

ねて検討する。本研究において検討する点を

まとめる。

１：告白場面での緊張感・不安感の度合いに

性差が見られる。

２：自分の告白に対する相手の受容可能性・

自分と相手との共通の友人の存在の２つの

状況要因の違いによって告白場面での緊張

感・不安感の度合いに差が見られる。
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平均値 ＳＤ

場面１ ３５．２９ １８．９５

場面２ ７３．５３ １８．７３

場面３ ３０．８８ １７．３０

場面４ ６７．９４ ２２．４０

３：過去の告白経験・ふられた経験の有無の

違いによって告白場面での緊張感・不安感

の度合いに差が見られる。

４：身体的魅力・異性不安・公的自意識・劣

等感の４つの個人特性の高低によって告白

場面での緊張感・不安感の度合いに差が見

られる。

【方法】

＜予備調査＞

目的：

本調査の質問紙で用いる、異なった４パター

ンの告白場面状況を示す教示文によって、相

手が告白を受け入れてくれると思う可能性に

差が見られるかを調べる。

調査対象及び調査方法：

被験者は、札幌市の大学に通う大学生３４人

であった。調査は心理学の講義時間内に質問

紙法にて行った。回答に要した時間は、３分

から５分であった。

調査内容：

まず、告白の状況について、①告白する相

手が、自分の告白を受け入れてくれるという

受容可能性が高い場合と不明である場合の２

パターン、②告白する相手が、自分の友人も

知っている相手である場合と、自分の友人は

知らない相手である場合の２パターンをそれ

ぞれ組み合わせて、４パターンの教示文を作

成した。告白する相手の受容可能性が不明で、

その相手が自分の友人も知っている相手であ

る場合を「場面１」、告白する相手の受容可

能性が高く、その相手は自分の友人も知って

いる相手である場合を「場面２」、告白する

相手の受容可能性が不明で、その相手が自分

の友人は知らない場合を「場面３」、告白す

る相手の受容可能性が高く、その相手が自分

の友人は知らない場合を「場面４」とした。

被験者に、告白場面の教示文を読んだ後

「この状況で告白した場合、相手が受け入れ

てくれる可能性は１００％中何％だと思います

か」という質問に対して、０％から１００％ま

でを１０％ごとに１１つに分けられた各段階の数

字に丸をつけてもらった。これを受容可能性

得点とし、この回答を４つの場面の教示文ご

とに求めた。

なお、質問紙を作成する際、「場面１」・

「場面２」・「場面３」・「場面４」の順序で回

答させるものと、「場面２」・「場面４」・「場

面１」・「場面３」の順序で回答させるものの

２パターンを用意し、それぞれを無作為に被

験者に配布した。

結果と考察：

場面１～場面４の４つの場面において、受

容可能性得点の平均値に差が見られるかを検

討するため、告白場面（場面１～場面４）を

要因とする１要因４水準の分散分析を行った。

その結果、０．１％水準で有意な差がみられた

（F（１，３３）＝２６．９６，p＜．００１）。そ の 後、

どの場面間に有意な差がみられるのかを調べ

るために、Bonferroniの多重比較を行った。
その結果、場面２のときの受容可能性得点の

平均値が場面１・場面３よりも有意に高く、

また場面４のときの受容可能性得点の平均値

が、場面１・場面３よりも有意に高いことが

わかった。場面ごとの受容可能性得点の平均

値および標準偏差を表１に示す。

表１ 場面ごとの受容可能性得点の平均値およ

びＳＤ

場面１と場面３、場面２と場面４の間には

統計的に有意な差はみられなかったが、平均

値をみると若干の違いがあると考えられる。

よって本調査のために用意した、これら４つ
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の各場面の教示文は、受容可能性が異なるも

のであるとし、本調査で用いることとした。

＜本調査＞

調査対象及び調査方法：

被験者は、札幌内の大学に通う大学生１８０

名（男５６名、女１２４名：平均年齢１９．７７歳）で

あった。質問紙法による集団調査を行った。

回答に要した時間は５分から１０分であった。

研究計画：

告白場面での緊張度・不安度・受容可能性

について、性別（男女）と相手の受容可能性

（高い―不明）と共通の友人の有無（いる場

合―いない場合）の２×２×２の３要因でい

ずれも被験者間要因とする。受容可能性（高

い―不明）・共通の友人の有無（いる場合―

いない場合）をそれぞれ組み合わせた４パター

ンの教示文を以下に示す。

①場面１（受容可能性が高く共通の友人がい

る場合）

「あなたは、これから気になる異性に告白

をしようと思っています。相手は同じサーク

ルの同級生で、サークル活動を通じて知り合っ

た人です。また、その相手には現在恋人がい

なく、相手も自分のことを好きでいてくれて

いるようだと、サークルの友達から聞いてい

ます。」

②場面２（受容可能性が高く共通の友人がい

ない場合）

「あなたは、これから気になる異性に告白

をしようと思っています。相手は他大学の同

級生で、夏休みの短期のアルバイトで知り合っ

た人です。また、その相手は現在恋人がいな

いらしく、相手も自分のことを好きでいてく

れているようだと感じています。」

③場面３（受容可能性が低く共通の友人がい

る場合）

「あなたは、これから気になる異性に告白

をしようと思っています。相手は同じサーク

ルの同級生で、サークルを通じて知り合った

人です。しかし、その相手には現在恋人がい

ないのですが、自分に対する気持ちは、サー

クルの友達に聞いてもわかりません。」

④場面４（受容可能性が低く共通の友人がい

ない場合）

「あなたは、これから気になる異性に告白

をしようと思っています。相手は他大学の同

級生で、夏休みの短期のアルバイトで知り合っ

た人です。しかし、その相手には現在恋人が

いないのですが、自分に対する気持ちはわか

りません。」

質問紙の構成：

①被験者の基本的属性（性別・年齢）

②呈示した告白場面状況を読んだのち、この

状況で告白した場合の被験者の「緊張度」

「不安度」７段階で評定させた。また、こ

の告白場面状況における受容可能性につい

て、０％から１００％までを１０％ごとに分け

た１１段階で評定させた。なお呈示する告白

場面状況については、予備調査で作成した

場面１～場面４のいずれかの場面を用意し、

いずれかの場面について被験者は回答した。

③身体的魅力に対する自己認知：

自己受容測定尺度（沢崎 １９９３）の「身体

的」領域に関する８項目（年齢・性別・体

力・健康状態・顔立ち・体つき・運動能力・

性的魅力（能力））について５段階（「１

それでよい・そのままでよい」～「５ そ

れでは嫌だ・気に入らない」）で評定させ

た。

④異性不安について：

異性不安尺度（富重 １９９４）の９項目につ

いて６段階（「１ 全くあてはまらない」

～「６ とてもあてはまる」）で評定させ

た。

⑤公的自意識について：

自意識尺度（菅原 １９８４）の「公的自意識」

に関する１１項目について７段階（「１ 全

くあてはまらない」～「７ 非常にあては

まる」）で評定させた。
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共通の友人

いる いない

受容可能性
高い

５．９４
（１．０２）

６．２３
（０．７７）

受容可能性
不明

６．４５
（０．０９）

６．３３
（０．９４）

（ ）内は SD

高群 低群

身体的魅力
範囲
度数

２４～Max
８６

Min～２３
９４

異性不安
範囲
度数

２９～Max
８９

Min～２８
９１

公的自己意識
範囲
度数

５３～Max
９１

Min～５２
８９

劣等感
範囲
度数

１７～Max
８４

Min～１６
９６

⑥劣等感について：

大久保（２００５）が「学校への適応感尺度」

の４７項目から抽出した、「劣等感因子」を

表す６項目について５段階（「１ 全くあ

てはまらない」～「５ 非常にあてはまる」）

で評定させた。

⑦過去の恋愛経験について

自分から告白した経験の有無とその回数、

告白された経験の有無とその回数、異性に

告白をしてふられた経験の有無とふった経

験の有無について回答させた。また、ふら

れた理由またはふった理由に自由記述をも

とめた。

【結果】

１．本研究において用いた教示文の受容可能

性について

本研究において用いた４つの場面の教示文

（場面１：受容可能性が低い―共通の友人が

いる、場面２：受容可能性が高い―共通の友

人がいる、場面３：受容可能性が低い―共通

の友人がいない、場面４：受容可能性が高い

―共通の友人がいない）において、受容可能

性をどの程度認識するかという受容可能性得

点に差がみられるかを検証するために、受容

可能性（高い・不明）と共通の友人（いる・

いない）を要因とする２要因の分散分析（対

応［なし］×［なし］）を行った。その結果、

受容可能性について０．１％水準で有意な差が

みられた（F（１，１７６）＝８１．９６，p ＜．００１）。

また、共通の友人についても１％水準で有意

な差がみられた（F（１，１７６）＝７．９７，p＜．０１）。

しかし、受容可能性と共通の友人の交互作用

においては有意な差はみられなかった（F

（１，１７６）＝２．３６，n.s.）。平均値をみるとす

べての群間に差がみられるため、本研究にお

いて用いた４つの場面状況の教示文は受容可

能性の認識に差がある内容であることとした。

４つの場面においての受容可能性得点の平均

値と SDについては表２に示す。

表２．受容可能性・共通の友人の要因の違いに

よる受容可能性得点の平均値・SDおよび

Ｆ値

２．個人特性要因の高群・低群

測定した個人特性要因の身体的魅力・異性

不安・公的自己意識・劣等感得点を算出し、

それぞれの要因において高群・低群に分類し

た。それぞれの要因の高群・低群の得点の範

囲を表３に示す。

表３．個人特性要因の高群・低群の範囲および

度数

３．告白場面における緊張感について

緊張度・不安度について、性別（男性・女

性）と受容可能性（高い・不明）と共通の友

人（いる・いない）を要因とする３要因の分

散分析（対応［なし］×［なし］×［なし］）

を行った。その結果、性別においての主効果

はみられなかった。また、性別の要因を含ん

だ交互作用に関してもすべて主効果はみられ

なかった。よって、今後の分析においては、
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男女込みとした分析を行っていくこととした。

緊張感得点を従属変数として、受容可能性

（高い・不明）と共通の友人（いる・いない）

と告白経験（ある・なし）を要因とした３要

因の分散分析、受容可能性と共通の友人とふ

られた経験（ある・なし）を要因とした３要

因の分散分析、受容可能性と共通の友人と各

個人特性要因（身体的魅力・異性不安・公的

自己意識・劣等感の高い・低い）を要因とし

た３要因の分散分析を行った。これらの分散

分析結果を表４にまとめる。

受容可能性の要因においてはいずれの分散

分析においても有意であり、高い場合よりも

不明である場合の方が緊張感が高いことが判

明した。また、ふられた経験において、ある

場合よりもない場合の方が有意に緊張感が高

かった（F（１，１７２）＝６．０７，p＜．０５）。さら

に受容可能性と告白経験の交互作用、受容可

能性とふられた経験の交互作用も有意であっ

た（F（１，１７２）＝４．９６，p＜．０５）、（F（１，１７２）

＝８．１６，p＜．０１）。

単純主効果の検定を行ったところ、受容可

能性が不明であり告白経験がない場合が、他

の場合よりも有意に緊張感が高く、また受容

可能性が不明でありふられた経験がない場合

が、他の場合よりも緊張感が高いことがわかっ

た。しかし共通の友人の要因、個人特性要因

においてはいずれも有意な差はみられなかっ

た。

４．告白場面における不安感について

不安感得点を従属変数とし、受容可能性

（高い・不明）と共通の友人（いる・いない）

と告白経験（ある・なし）を要因とした３要

因の分散分析、受容可能性と共通の友人とふ

られた経験（ある・なし）を要因とした３要

因の分散分析、受容可能性と共通の友人と各

個人特性要因（身体的魅力・異性不安・公的

自己意識・劣等感の高い・低い）を要因とし

た３要因の分散分析を行った。これらの分散

分析結果を表５にまとめる。

受容可能性の要因においてはいずれの分散

分析においても有意であり、高い場合よりも

不明である場合の方が不安感が高いことが判

明した。また、告白経験およびふられた経験

において、どちらもある場合よりもない場合

の方が有意に不安感が高いことがわかった

（F（１，１７２）＝１１．２７，p＜．０１）、（F（１，１７２）

＝１４．０９，p＜．００１）。個人特性要因において

は、身体的魅力において、身体的魅力度の認

知が低い人よりも高い人の方が不安感が高かっ

表４ 受容可能性・共通の友人・告白経験・ふられた経験・個人特性要因の違いによる緊張感のＦ値

Ｆ値

告白経験
（Ｃ）

ふられた
経験（Ｃ）

身体的
魅力（Ｃ）

異性不安
（Ｃ）

公的自己
意識（Ｃ）

劣等感
（Ｃ）

受容可能性（Ａ） ７．７３＊＊＊ ３．９８＊ ４．９２＊ ６．７５＊ ４．７７＊ ５．１８＊

共通の友人（Ｂ） ０．５４ ０．５３ ０．３３ ０．６４ ０．１９ ０．３２

交互作用
（Ａ×Ｂ）

２．０８ １．８４ １．９９ ２．９９ ２．８１ ２．５４

Ｃ ３．４６ ６．０７＊ １．３１ ０．２４ ３．０３ ０．２８

交互作用
（Ａ×Ｃ）

４．９６＊ ８．１６＊＊ ０．０８ ０．５７ ３．２１ ０．１０

交互作用
（Ｂ×Ｃ）

０．０１ ０．０５ ０．２３ ３．１２ ０．０２ ０．２３

交互作用
（Ａ×Ｂ×Ｃ）

０．３０ ０．７２ １．３６ ０．８０ ０．０４ ０．４５

＊＊＊p＜．００１ ＊＊p＜．０１ ＊p＜．０５
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た（F（１，１７２）＝４．４５，p＜．０５）。また、受

容可能性と共通の友人の交互作用が有意であっ

た。単純主効果の検定を行った結果、受容可

能性が不明であるときは、共通の友人がいな

いときよりもいるときの方が不安感が高く、

受容可能性が高いときにはいないときの方が

不安感が高いことがわかった。

しかし、共通の友人および身体的魅力以外

の個人特性要因、その他の交互作用において

は有意な差はみられなかった。

５．不安感を共変量とした共分散分析結果お

よび緊張感を共変量とした共分散分析結果

緊張感・不安感にやや高い正の相関がみら

れたため（r＝．５１，p＜．０１）、この２つは相

互に影響している可能性が示唆された。そこ

で、まず緊張感を従属変数、不安感を共変量

とした共分散分析を行った。その結果を表６・

表７にまとめる。不安感を共変量として投入

しない分散分析の場合と比べ、次の２つの変

化が起こった。

①受容可能性の主効果がなくなった：

告白場面における緊張感は受容可能性が不

明な場合に高くなるという効果は、不安感に

影響された見かけの効果であることが判明し

た。

②ふられた経験の有無の主効果が有意でなく

なった：

ふられた経験がある人よりもない人の方が

有意に緊張感が高いという結果であったが、

その緊張感は不安感が影響して起こる緊張感

であることが判明した。

次に不安感を従属変数、緊張感を共変量と

した共分散分析を行った。その結果、緊張感

を共変量として投入しない分散分析の場合と

比べ、次の３つの変化が起こった。

①受容可能性と共通の友人の交互作用が有意

ではなくなった：

受容可能性が不明である場合は共通の友人

がいないときよりもいるときの方が不安感が

高く、受容可能性が高いときには共通の友人

がいるときよりもいないときの方が不安感が

高かったが、不安感に対する受容可能性と共

通の友人の有無によるこうした効果は、緊張

感の影響が重なることによって生じていると

いうことが判明した。

②受容可能性と告白経験・ふられた経験の交

互作用が有意になった：

受容可能性が高い場合・不明である場合と

もに告白経験・ふられた経験がある場合より

もない場合の方が不安感が高かったが、この

表５ 受容可能性・共通の友人・告白経験・ふられた経験・個人特性要因の違いによる不安感のＦ値

Ｆ値

告白経験
（Ｃ）

ふられた
経験（Ｃ）

身体的
魅力（Ｃ）

異性不安
（Ｃ）

公的自己
意識（Ｃ）

劣等感
（Ｃ）

受容可能性（Ａ） ３２．０７＊＊＊ ３４．７１＊＊＊ ３３．８１＊＊＊ ３２．４３＊＊＊ ３１．１２＊＊＊ ３０．７７＊＊＊

共通の友人（Ｂ） ０．１４ ０．０２ ０．０１ ０．０１ ０．０８ ０．０７

交互作用
（Ａ×Ｂ）

３．７１ ４．２３＊ ３．８２ ３．９６＊ ４．０９＊ ３．３８

Ｃ １１．２７＊＊ １４．０９＊＊＊ ４．４５＊ ０．０８ １．５６ ０．８４

交互作用
（Ａ×Ｃ）

２．０３ １．３１ ０．８７ ０．０５ １．１６ ０．０６

交互作用
（Ｂ×Ｃ）

１．６４ ２．１５ ０．０９ ０．４７ ０．０２ ０．４６

交互作用
（Ａ×Ｂ×Ｃ）

０．０１ ０．０３ ０．２２ ０．３６ ０．０３ ０．９５

＊＊＊p＜．００１ ＊＊p＜．０１ ＊p＜．０５
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結果は緊張感の影響を取り除くことによって

明確になったものであり、緊張感がノイズと

して不安感の効果を覆い隠していたことを意

味している。

③共通の友人とふられた経験の交互作用が有

意になった：

ふられた経験がある場合に共通の友人がい

る場合よりもいない場合の方が不安感が高い

という結果であったが、この結果も緊張感の

影響を取り除くことによって明確になったも

のであり、緊張感がノイズとして不安感の効

果を覆い隠していたことを意味している。

【考察】

１．告白場面での緊張感・不安感における性

差についての検討

恋愛の研究においては性差がみられること

が多い。よって本研究においても、告白場面

での緊張感・不安感の度合いにも性差があら

表６ 不安感を共変量とした共分散分析の結果

Ｆ値

告白経験
（Ｃ）

ふられた
経験（Ｃ）

身体的
魅力（Ｃ）

異性不安
（Ｃ）

公的自己意識
（Ｃ）

劣等感
（Ｃ）

受容可能性（Ａ） ０．６１ ３．３２ １．７２ ０．６５ １．３２ １．３８

共通の友人（Ｂ） １．４７ ０．６４ ０．５９ １．０８ ０．５３ ０．８０

交互作用
（Ａ×Ｂ）

０．１１ ０．０２ ０．１１ ０．４８ ０．３８ ０．３８

Ｃ ０．０５ ０．０５ ０．０１ ０．１５ １．５４ １．７８

交互作用
（Ａ×Ｃ）

１５．０２＊＊＊ １９．７７＊＊＊ １．０２ ０．５９ ２．０２ ０．３２

交互作用
（Ｂ×Ｃ）

１．２８ １．９５ ０．１４ ２．８０ ０．００ ０．０１

交互作用
（Ａ×Ｂ×Ｃ）

０．５７ ０．８７ １．１９ ０．４４ ０．０１ ２．３９

＊＊＊p＜．００１ ＊＊p＜．０１ ＊p＜．０５

表７ 緊張感を共変量とした分散分析の結果

Ｆ値

告白経験
（Ｃ）

ふられた
経験（Ｃ）

身体的
魅力（Ｃ）

異性不安
（Ｃ）

公的自己意識
（Ｃ）

劣等感
（Ｃ）

受容可能性（Ａ） ２３．８４＊＊＊ ３３．７７＊＊＊ ２９．９２＊＊＊ ２５．３２＊＊＊ ２７．０１＊＊＊ ２６．２８＊＊＊

共通の友人（Ｂ） １．０７ ０．１３ ０．２６ ０．４４ ０．４２ ０．５６

交互作用
（Ａ×Ｂ）

１．７１ ２．３７ １．９１ １．４３ １．６４ １．２０

Ｃ ７．６６＊＊ ７．７５＊＊ ３．１２ ０．００ ０．０９ ２．３４

交互作用
（Ａ×Ｃ）

１１．９４＊＊ １２．５１＊＊ １．８２ ０．０７ ０．００ ０．２８

交互作用
（Ｂ×Ｃ）

２．９１ ４．０５＊ ０．００ ０．１７ ０．０１ ０．２４

交互作用
（Ａ×Ｂ×Ｃ）

０．２８ ０．１８ ０．０６ ０．０１ ０．０１ ２．８９

＊＊＊p＜．００１ ＊＊p＜．０１ ＊＊p＜．０５
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われると仮説を立てたが、性別に関しての差

はなかった。松井（１９９０）は、恋愛場面にお

いて様々な男女の違いがみられる理由の一つ

として「女性が男性に比べて社会的に受容的

な立場にいること」を挙げている。しかし、

栗林（２００２）の告白の研究においては、告白

経験がある人が男女ともに７割を超えており、

告白回数の割合に性差はなかったことを明ら

かにしている。このことから、恋愛に対して

自分からアプローチをしようとする気持ちの

男女間の同等性が垣間見られる。今回の研究

にて、緊張感・不安感に性差がみられなかっ

たことは、一般的な恋愛行動ではなく告白と

いう特殊な場面での感情に焦点を当てたため

でもあるのかもしれない。

２．状況要因の違いおよび過去の告白経験・

ふられた経験の有無の違いによる緊張感・

不安感の差についての検討

受容可能性の高い・不明の違いによって起

こる緊張感は、不安感が影響して起こるもの

であると判明した。告白行動の目的は、相手

に想いを打ち明けることというよりも、その

先にある関係性への発展であることも多い

（栗林 ２００２）。その関係性への発展のため

の条件である、相手が自分の想いを受け入れ

てくれるかどうかについて考える際に喚起さ

れるものは、緊張感ではなく不安感であるこ

とが示唆された。相手が自分に対して好意を

持っていることを知ることは、決して自分だ

けが想いを寄せている一方的な関係ではない

ことを認識することであろう。その認識が、

好意をもつ相手とのこれからの関係性に対す

る不安を低減させたと考えられる。

また、告白経験においてふられた経験があ

る人よりもない人は、不安感に基づく緊張感

が高いことがわかった。富重（１９９３）は、異

性不安がおこる原因の一つに、過去の否定的

な異性との体験を挙げており、類似状況に遭

遇した際に想起されて不安が喚起されると述

べている。しかし、今回ではそのような先行

研究の結果が当てはまらず、否定的な経験

（ふられた経験）がない人の方が不安感が高

いことがわかった。考えられる理由として、

ふられた経験を必ずしも異性との「否定的な

経験」とみなさない傾向にあるということが

考えられる。宮下・臼井・内藤（１９９１）は、

失恋経験をした青年は否定的な心理的変化よ

りも肯定的な心理的変化をする傾向にあるこ

とを明らかにしている。具体的には「よい人

生経験になった」「自分をもっと向上させた

いと思った」という変化が挙げられる。告白

をしてふられたとしても、このような肯定的

な変化が生まれていたとしたら、ふられた経

験が必ずしも不安を喚起させるような過去の

「否定的な経験」とはいえないのかもしれな

い。

次に、受容可能性が不明である場合に告白

経験がある人よりもない人の方が緊張感を感

じやすいという結果について考える。有光

（２００１）は異性場面においてあがりが生じる

要因の一つに「新奇性」を挙げている。よっ

て、異性関係の場面においては、かつて経験

したことがないことにおいてあがりが生じや

すいといえる。逆に一度経験したことにおい

ては、あがりは低減すると考えられる。過去

に告白を経験した人は、想いを寄せる異性を

目の前にして告白する場面で「自分がどれほ

ど緊張するのか、どれほど明確に相手に想い

を伝えられるのか」ということを自分で知っ

ていると考えられるだろう。この観点からも

う一度、上記のふられた経験がない人の方が

ある人よりも不安感の影響による緊張感が高

いという結果について検討してみる。ふられ

た経験がない人は、ふられるという可能性も

含んだ告白場面において「もしもふられて傷

ついたら自分は立ち直れるのだろうか」とい

う未知の自分自身に対しての不安が喚起され

やすいといえるのではないだろうか。

また緊張感を共変量としたとき、受容可能

性と共通の友人の交互作用が有意になり、受
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容可能性が不明であるときは共通の友人がい

ないときよりもいるときの方が、受容可能性

が高いときには共通の友人がいるときよりも

いないときの方が、不安感が高いという結果

になった。つまり、ふられる可能性があると

共通の友人がいることがかえって不安感を高

めるが、ふられないと思うと共通の友人がい

ることは不安感を下げるということである。

共通の友人からの評価を気にしているという

可能性が示唆されよう。

さらに、共通の友人とふられた経験の交互

作用においてふられた経験がある場合に共通

の友人がいる場合よりもいない場合の方が有

意に不安感が高いという結果について述べる。

自分が過去に傷ついた経験を思い出すときに

は、また同じことが起こるかもしれないとい

う恐怖からの不安が伴っていると考えられる。

しかしそれは、友人の存在により抑えられる

といえる。飛田（１９９２）は、一定期間の親密

な関係が存在した後に関係が崩壊した失恋の

際、女性において「友人に相談する」ことが

多いと述べている。友人は、失恋した際に支

えとなってくれる存在でもあり、失恋の経験

を持った上で新たな恋へ踏み出す自分を後押

ししてくれる存在でもあるのかもしれない。

３．個人特性要因の高低の違いによる緊張感・

不安感の差についての検討

緊張感においては、４つの個人特性要因の

いずれも高低の違いによって差はあらわれな

かった。しかし不安感においては、身体的魅

力度の認知が高い人ほど低い人よりも不安感

が高まるという結果となった。

問題の章でも述べたように、自己判断によ

る身体的魅力度の測度と自己判断による異性

からの人気評定との間には、男女ともに正の

相関があることがわかっている（Walster
１９６６）。このことから、自分の身体的魅力に

自信がある人ほど異性からの人気は高いだろ

うと考える傾向にあることがわかる。しかし、

もしも告白が失敗に終わってしまった場合、

異性に好かれているだろうという自信がある

だけに、そのショックは大きいと考えられる。

さらに、本研究にて身体的魅力と公的自己意

識の相関を調べたところ、若干の正の相関が

みられた。このことから、身体的魅力に自信

がある人ほど周りからどう見えるかを気にす

る傾向にあることがわかった。身体的魅力の

高い人は、異性に好かれているだろうという

自信がある一方で、告白が失敗した場合に自

尊心が傷つけられてしまうかもしれないとい

う不安や、周りに自分の告白の結果がどう映

るかという不安も感じているのかもしれない。

４．総合考察

本研究において、身体的魅力以外の個人特

性要因は緊張感・不安感に影響しないことが

わかった。告白場面における緊張感・不安感

については特性としての個人差よりも具体的

にその告白場面にかかわる過去の経験が影響

するといえるだろう。

また、過去の自身の恋愛経験は主に緊張感

に影響しており、告白経験・告白をしてふら

れた経験がある人よりもない人の方がより緊

張感を感じやすいことがわかった。有光

（２００１）のあがりに関する過去の研究の、異

性場面においては経験したことがないことに

対してあがりを感じやすいという結果と照ら

し合わせて考えても、自分にとって未知と感

じるものに関しては緊張感が喚起されやすい

ということがいえるだろう。

そして、自分の告白が受け入れてもらえる

かという受容可能性の認知や自分と相手との

共通の友人の存在の２つの状況要因の違いは、

主に不安感に影響していることがわかった。

そして共通の友人はその要因単独では影響を

及ぼさないが、受容可能性の高い・不明の違

いがからむことで影響する要因であった。状

況によって、最後の後押しをしてくれて不安

を低減させてくれる存在にも、反対に不安を

高めてしまう存在にもなりうるのだろう。好

きな異性との関係性を発展させたいという願
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いや、自分の気持ちを精一杯伝えようという

意気込み、自分の想いをうまくつたえられな

いことや失敗に終わることへの懸念など、様々

な思いを持って行う告白行動での、第三者の

存在とはそのようなものなのかもしれない。

５．今後の研究の展望

今回、告白時の緊張感・不安感に影響する

要因として過去の恋愛経験、また個人特性と

して身体的魅力・異性不安・公的自意識・劣

等感の４つを挙げ、状況要因においては受容

可能性・共通の友人の２つを取り上げた。し

かし、緊張感や不安感に影響を与えうる要因

は他にも様々考えられる。例えば栗林（２００２）

の告白の研究において、告白をする時間帯に

ついて社会的スキルが高い人は２２時～２４時、

低い人は１６時～２０時と、社会的スキルの高低

において差がみられている。また、告白方法

について、シャイネス高い人・社会的スキル

が低い人は、手紙による気持ちの伝達がやや

多いと示している。また栗林（２００４）の研究

において、知り合ってから告白をするまでの

期間は、告白の成否を決める要因であるとさ

れている。このような告白に関する過去の結

果を援用し、告白場面を設定して緊張感や不

安感を検証することも興味深いであろう。

また、今回は２つの状況要因が緊張感・不

安感に影響を与えるかどうかを調べるために、

告白場面を４つの場面に設定して行った。し

かし、場面を統制したゆえに、大半の被験者

が想像でしかない状況を思い浮かべて緊張感・

不安感の程度を答えることとなった。よって、

実際に本人が過去に経験した告白場面を思い

浮かべての緊張感・不安感の違いを検討する

ことも残された課題といえるであろう。

【謝辞】

本論文を作成するにあたり、熱心なご指導・

ご相談・多くのご助言をいただきました今川

民雄教授に厚く感謝申し上げます。また、調

査にご協力いただきました北星学園大学の調

査協力者の皆様にも心から御礼申し上げます。

【引用文献】
有光興記 ２００１ 「あがり」のしろうと理論：

「あがり」喚起状況と原因帰属の関係社会心

理学研究 第１７巻第１号

Csikszentmihalyi，M．＆ Larson，R１９８４ Being

Adolescent：Confict and Growth in the Teenage

Years．New York： Basic Book．
大坊郁夫 ２００１ わたしそしてわれわれ ver．２
北大路書房

広田千織 ２００６ 自己評価の高低および安定性

と劣等感の関連 日本パーソナリティ心理学

会大会発表論文集（１５） ８０�８１
Huston，T．L．１９７３ Ambiguity of acceptance，
social desirability，and dating choice．Journal

of Experimental Social Psychology，９，３２�４２
岩城亜香利 ２０００ 恋愛における告白のプロセ

スに関する研究 北星学園大学社会福祉学部

福祉心理学科２０００年度卒業論文

高坂康雅 ２００８ 自己の重要領域からみた青年

期における劣等感の発達的変化 教育心理学

研究 ５６，２１８�２２９
高坂康雅 ２００８ 青年期における劣等感と自己

志向的完全主義との関連 パーソナリティー

研究 １７（１），１０１�１０３
高坂康雅 ２００９ 青年期における容姿・容貌に

対する劣性を認知したときに生じる勘定と反

応行動との関連 教育心理学研究 ５７，１�１２
栗林克匡 ２００２ 恋愛における告白状況と個人

差（シャイネス・社会的スキル）に関する研

究 北星学園大学社会福祉学部北星論集

３９，１１�１９２００２�０３
栗林克匡 ２００４ 恋愛における告白の成否の規

定因に関する研究 北星学園大学社会福祉学

部北星論集 ４１，７５�８４２００４�０３
宮下一博・臼井永和・内藤みゆき １９９７ 失恋

経験が青年に及ぼす影響 千葉大学教育学部

研究紀要 第３９巻 第１部

宗方比佐子・佐野幸子・金井篤子（編著） ２００５

女性が学ぶ社会心理学

長尾博 青年期の自我発達上の危機状態の学年

差・性差と自意識及び身体イメージ満足度と

の関係 活水論文集、文学部人間関係学科・

音楽学部編（４５） １０７�１２９

176



奥田秀宇 １９９０ 恋愛における身体的魅力の役

割 ―釣合仮説を巡って― 心理学評論

３３，３７３�３９０
大久保智生 ２００５ 青年期の学校への適応感と

その規定要因 ―青年期用適応感尺度の作成

と学校別の検討― 教育心理学研究 ５３，３０７�
３１９

菅原健介 １９９８ シャイネスにおける対人不安

傾向と対人消極傾向 ７，２２�３２
高山葉子 ２００２ 恋愛における告白の有効性に

関する研究

富重健一 ２０００ 青年期における異性不安と異

性対人行動の関係―異性に対する親和指向に

関する他者比較・継時的比較の役割を中心に

― 社会心理学研究 １５（３），１８９�１９９
富重健一 １９９４ 青年期男子・女子の異性不安

に関する要因（３）―不合理な対人関係観・過

去の異性体験との関連― 日本教育心理学会

総会発表論文集（３６）４００�４０１
富重健一 １９９５ 異性不安をめぐる環境・動機

と異性対人行動（１）日本教育心理学会総会発

表論文集（３７） ９０

富重健一 青年期の異性不安に関連する心理社

会的諸要因 東洋大学児童相談研究（１８） １７�
３１

富重健一 １９９３ 青年期における「異性不安」

研究の現状と今後の課題 東京大学教育学部

紀要（３３） ９７�１０５
富重健一 高校生における異性交際への不安と

学校生活への適応について―基本的性格特性

との関連― 東洋大学児童相談研究（１９） １�
１６

Walster，E．，Aronson，V．，Abrahams，D．，
＆ Rottmann，L．１９６６ Importance of physi-
cal attractiveness in dating behavior．Journal

of Personality ＆ Social Psychology，４，５０８�５１６．
Watson，D．，＆ Fried，R．１９６９Measurement
of social evaluative anxiety．Journal of Con-

sulting and Clinical Psychology，３３，４４８�４５１
山田昌弘 １９９１ 現代大学生の恋愛意識－「恋

愛」概念の主観的定義をめぐって－ 昭和大

学教養部紀要（２２） ２９�３９
山村靖 ２００３ 恋愛における告白行動と青年の

自己評価との関係について 臨床教育心理学

研究（２９） ３０

177恋愛における告白場面の緊張感・不安感に影響する要因―過去の恋愛経験、状況要因及び個人特性要因との関連―




